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甲

【背景】食道扁平上皮癌の腸内細菌叢を解析することは、今後の治療戦略のためにも重要である。本
研究の目的は食道扁平上皮癌患者の腸内細菌叢を明らかにし、治療期間中での菌構成の変動を解明す
ることである。

【方法】合計21人の食道扁平上皮癌患者を対象とし、術前治療から術後までの期間で合計5回の菌叢変
動の観察を行った。10人の健常人が対照群として用いられた。糞便サンプルを採取し、16S rRNAの解
析を行った。

【結果】食道癌患者は健常人と比較し、治療前よりα多様性とβ多様性が異なる状態であった。食道
癌患者は通性嫌気性菌であるStreptococcus属の相対存在量が高く、一方で偏性嫌気性菌である
Faecalibacterium属の相対存在量は低かった。α多様性とβ多様性は術前治療期間中では変化せず、
術後に顕著に変化した。術後にStreptococcus属の相対存在量はさらに増加し、Faecalibacterium属
はさらに低下した。

【結語】食道癌患者の腸内細菌叢は手術治療により変化した。
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